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2024年 3月 6日 

 

株式会社三菱 UFJ銀行 

 

資産形成総合サポートサービス「Money Canvas」の BaaS展開について 

 

 

株式会社三菱 UFJ 銀行（取締役頭取執行役員 半沢
はんざわ

 淳一
じゅんいち

、以下 当行）は、今般、資産形成総合

サポートサービス「Money Canvas[1]」の BaaS[2]展開を開始いたします。 

当行は、2022年より、預金口座開設や口座サービスなど一部銀行機能を外部企業に提供する BaaS

事業を進めてまいりましたが、今般、新たに資産形成機能の提供を開始します。まずは株式会社紀

陽銀行（取締役頭取 原口
はらぐち

 裕之
ひろゆき

、以下 紀陽銀行）、東急リバブル株式会社（代表取締役社長 太田
お お た

 陽一
よういち

、

以下 東急リバブル）とそれぞれ協業し、各社のブランドに合わせた Money Canvas の機能を提供い

たします。 

 

また、2024 年度上期には、複数の機能を備えた汎用的な BaaS 基盤と金融アプリケーションの提

供も開始する予定です。金融やフィンテックのみならず、エンターテインメント・不動産・小売り・

インフラなど、多様な業種の外部企業と具体的な連携の準備を進めております。当行の金融機能と

外部企業とのコラボレーションを一層加速し、顧客基盤の拡大と LTV[3]の最大化をめざしてまいり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. Money Canvasを BaaS展開する背景・目的 

政府の掲げる資産運用立国の実現に向け、2024年から少額投資非課税制度（NISA）の拡充・恒久

化も始まり、個人の資産運用に対する関心やニーズは一層高まっています。当行はお客さまの「貯

蓄から投資へ」を後押しすべく、2021年 12月より Money Canvasの提供を開始いたしました。その

後、2023年 12月にはMoney Canvasに家計簿・資産管理機能を追加し、お客さまの家計・資産管理

から資産形成まで一気通貫でサポートするスマートフォンアプリに刷新いたしました。 

 

また当行は、2022 年より外部企業のサービスを通じて金融機能を提供する BaaS の展開に戦略的

に取り組み、株式会社 NTT ドコモとの共同開発による「d スマートバンク」をはじめ、個人向けサ

ービス提供事業者への口座開設や QR 決済など、機能を順次拡大し、提供先を広げてまいりました。 
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この度、さらに多くのお客さまの資産形成を後押しするべく、Money Canvas の BaaS 展開を開始

いたします。個人との接点が豊富な企業と協業し、Money Canvasを協業先企業のサービスへ組み込

むことで、その先のお客さまに資産形成・家計管理機能を提供します。 

 

2. Money Canvasの BaaS基盤の特徴 

Money Canvas の BaaS 基盤は、協業する企業の顧客接点やブランドの強みを活かしながら、既存

の Money Canvasが保有するシステム基盤やノウハウを活用することで、協業先企業のお客さまにス

ピーディーに Money Canvas のサービスを提供することが可能です。Money Canvas が保有する豊富

な商品・サービスに加え、カスタマイズにより協業先企業のブランドに沿った独自のMoney Canvas

を構築し提供いたします。 

 

3. 紀陽銀行との協業 

 紀陽銀行は、2021 年 7 月に「DX による価値共創の実現」をテーマとした「デジタルストラテジ

ー」を策定しました。そのビジョンの一つとして「銀行業の高度化」を掲げており、公式アプリ『紀

陽スマートアプリ「キヨスマ！」』を中心とした非対面チャネルのサービス拡充を通じて「金融サー

ビスのデジタル化」を図り、非対面におけるお客さまとの接点強化を進めています。 

そのような中、紀陽銀行のお客さま接点を活かし、Money Canvasを通じてお客さまの資産形成を

後押しするべく、両社で協業することに合意しました。当行は 2024年 3月 15日より、「Money Canvas 

in 紀陽銀行」を提供する予定です。「Money Canvas in 紀陽銀行」には、紀陽銀行公式アプリ「キヨ

スマ！」や、紀陽銀行ホームページなどよりアクセスが可能です。 

 

【Money Canvas in 紀陽銀行の概要】 
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4. 東急リバブルとの協業 

 東急リバブルは、Money Canvas を基点とした、新築マンション購入者向けデジタルサービスを提

供いたします。Money Canvasの保有する豊富な商品・サービスに加え、東急リバブルが提供する不

動産の資産価値を可視化する AI 査定サービス、不動産投資情報、新築マンションの Web 購入手続

き（エスクローシステム）などと連携することで、不動産を含めた総合的な資産管理の実現など、こ

れまでにない新たな「不動産×金融」サービスを通じて、お客さまへの提供価値の最大化を図りま

す。サービスリリースは、2024年 7月（AI査定は同年 12月）を予定しております。 

 

【Money Canvas in 東急リバブルの概要】 

 

 
[1] Money Canvas とは、まっしろなキャンバスに絵を描くように、自分に合った資産形成プランを描き実現すること

を目的とした、資産形成総合サポートサービスです。お客さまひとりひとりの多様なニーズにお応えできるように、

オープンな金融プラットフォームとして MUFG グループ内外の多くの企業と連携することで、豊富な金融商品や

コンテンツを取り揃えています。 
[2]「Banking as a Service」の略。銀行が取り扱う業務の一部機能を外部に提供するサービスです。 
[3]「Life Time Value」の略。顧客生涯価値を意味します。 

 

以 上 


